退　職　慰　労　金　規　程　
　（目的）

第１条　この規程は、公益社団法人全国調理職業訓練協会の事務局職員の退職慰労金について定めることを目的とする。

　（退職慰労金の支給）

第２条　職員が退職したとき、又は、解雇されたときは、退職慰労金を支給する。ただし、その解雇が懲戒処分による場合においては、支給しない。

　（退職慰労金の額）

第３条　退職慰労金の支給額は、勤続年数に勤続１年につき５万円を乗じて　得た額とする。ただし、勤続年数に１年未満の期間がある場合は、その期間は、切り捨てる。

　（退職慰労金の支給限度額）

第４条　前条により算出した退職慰労金の額が、５０万円を超える場合は５０万円を最高の支給限度額とする。

　（退職慰労金の支給制限）

第５条　退職慰労金は、職員の退職又は解雇の理由により、会長が支給することが適当でないと認めた場合は、支給しない。

　
（改廃）
第６条　この規程の改廃は、理事会の決議によるものとする。
附則
　　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
